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特
集
　
組
合
や
協
議
会
の
取
り
組
み
成
果
等
「
山
形

大
」「
大
阪
府
立
大
」「
徳
島
大
」「
高
専
協
議
会
」

３ 

論
壇
「
９
月
入
学
移
行
論
が
意
味
す
る
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　  

愛
知
工
業
大
学
教
授
　
中
嶋
哲
彦

３ 

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ
㉕ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
で
起
き
て
い
る
労
働
問
題
と
そ
の
法
的
対
応

　「
テ
レ
ワ
ー
ク
編
」

４ 

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

▪ 

秋
田
大
学「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
活
動
の

道
標
〜
私
た
ち
の
秋
田
大
学
憲
章
制
定
か

ら
17
年
〜
」

▪ 

岡
山
大
学「
学
校
園
の
教
育
研
究
活
動
と
組

合
活
動
は
両
輪
で
あ
る
！
」

４ 

わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　
全
大
教
で
は
、
現
在
の
新
型

コ
ロ
ナ
対
応
下
や
本
格
的
な
教

育
研
究
活
動
の
再
開
に
あ
た
っ

て
の
労
働
・
教
育
研
究
環
境
の

維
持
・
改
善
を
目
的
と
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
教
職
員
の
皆
さ
ん
は
、
未
経

験
の
状
況
で
前
例
の
な
い
対
応

が
求
め
ら
れ
る
中
、
日
々
の
業

務
に
あ
た
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　
遠
隔
授
業
の
状
況
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
在
宅
勤
務
の
状

況
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
感
染

拡
大
防
止
策
や
教
育
研
究
活
動

の
本
格
再
開
に
む
け
た
準
備
は

整
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
例

年
に
な
い
状
況
の
中
で
の
業
務

負
担
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
間
、
政
府
か
ら
も
様
々

　
５
月
30
日
に
、
全
大
教
中
執
の
役
員
と
学
生
・
院
生
団
体

の
間
の
意
見
交
換
会
を
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
経
済
的

な
問
題
か
ら
修
学
の
継
続
が
困
難
に
な
る
学
生
も
生
じ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
開
講
が
遅
れ
、
試
行
錯
誤
の
中
で
遠
隔

授
業
に
よ
る
対
応
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の

下
で
、
大
学
の
現
場
で
実
際
に
学
び
を
つ
く
る
学
生
と
教
職

員
が
、
ど
の
よ
う
に
大
学
の
学
び
を
保
障
し
て
ゆ
く
の
か
、

と
も
に
考
え
る
機
会
を
も
つ
た
め
に
、
全
大
教
が
呼
び
か
け

て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

学
生
の
声
か
ら 

～
生
活
面
︑
勉
強
面
で

                  

大
き
な
不
安
・
不
満
が
～

な
対
策
が
出
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
教
育
研
究
を
支
え
る
の

は
一
人
ひ
と
り
の
教
職
員
で

す
。
皆
さ
ん
の
現
在
の
業
務

の
状
況
と
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
、
率
直
な
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
文
科

省
等
へ
の
要
請
や
単
組
で
の

団
体
交
渉
等
に
活
用
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
本
ア
ン
ケ
ー
ト
は
全
大
教

加
盟
組
合
の
組
合
員
以
外
の

方
も
ご
回
答
頂
け
ま
す
。

※
附
属
病
院
教
職
員
の
方
は

本
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
別
途
、
取
り

組
み
を
検
討
し
ま
す
。

　
　

  （
書
記
長　
永
井 

信
）

　
参
加
し
た
団
体
は
、
全
国
大

学
院
生
協
議
会（
全
院
協
）、高

等
教
育
無
償
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
、
授
業
料
値
上
げ
の

中
止
を
求
め
る
国
立
大
学
の
会

（
国
立
大
学
の
会
）と
全
大
教
で

す
。
全
大
教
か
ら
は
、
発
言
者

と
し
て
鳥
畑
委
員
長
、
笹
倉
副

委
員
長
、
岡
田
教
文
部
長
、
進

行
役
と
し
て
長
山
副
委
員
長
が

参
加
し
、
こ
の
ほ
か
に
全
大
教

中
央
執
行
委
員
が
傍
聴
参
加
し

ま
し
た
。

　
院
生
・
学
生
団
体
か
ら
は
次

の
よ
う
な
状
況
の
報
告
や
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

︻
コ
ロ
ナ
危
機
の

                  

学
生
生
活
︼

■
大
学
院
生
の
研
究
生
活
の
環

境
は
も
と
も
と
劣
悪
で
、
生
活

と
研
究
継
続
の
た
め
に
73
％
の

院
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い

る
。
修
学
支
援
新
制
度
の
対
象

外
で
、
奨
学
金
の
借
入
額
も
３

０
０
万
円
以
上
が
多
数
（
全
院

協
）

■
調
査
に
よ
る
と
学
部
学
生
の

７
割
が
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
収
入

が
減
少
。
約
２
割
が
退
学
を
検

討
せ
ざ
る
を
得
な
い
（
Ｆ
Ｒ
Ｅ

Ｅ
）

■
修
学
支
援
新
制
度
の
大
学
に

お
け
る
周
知
が
不
十
分
で
、
活

用
で
き
る
こ
と
が
学
生
の
間
で

理
解
さ
れ
る
状
況
が
作
ら
れ
て

い
な
い
（
国
立
大
学
の
会
・
一

橋
大
）

■
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
・
家
計
収

入
に
影
響
が
出
そ
う
と
す
る
学

生
（
３
割
）
の
な
か
で
、
授
業

料
減
免
が
受
け
ら
れ
な
い
人
が

６
〜
７
割
い
る
（
国
立
大
学
の

会
・
千
葉
大
）

■
課
外
活
動
に
よ
っ
て
一
定
の

収
入
を
得
て
い
た
（
音
楽
演
奏

な
ど
）
が
絶
た
れ
て
い
る
（
国

立
大
学
の
会
）

■
新
入
生
と
し
て
上
京
し
て
も

人
と
会
わ
ず
不
安（
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
）

︻
学
び
に
つ
い
て
の

 
 
 
 
 

不
安
や
不
満
︼

■
大
学
院
生
の
研
究
が
コ
ロ
ナ

危
機
で
進
ま
ず
、
論
文
執
筆
、

提
出
、
発
表
が
困
難
に
な
り
、

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
大
き

な
不
安
が
あ
る
（
全
院
協
）

■
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
の
ワ
イ

フ
ァ
イ
環
境
が
整
わ
ず
支
援
も

な
い
（
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
）

■
図
書
館
が
使
用
で
き
な
い
。

実
技
、
実
習
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
の
授
業
が
で
き
な
い
な
ど

で
、
充
分
な
学
習
が
で
き
て
い

な
い
。
卒
論
、資
格
試
験
準
備
、

留
学
が
で
き
な
い（
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
、

国
立
大
学
の
会
）

■
就
職
活
動
、
イ
ン
タ
ー
ン
が

で
き
ず
不
安
（
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
）

■
大
学
教
員
が
多
忙
で
相
談
に

対
応
し
て
も
ら
い
づ
ら
い
、
大

学
の
相
談
の
窓
口
が
よ
く
わ
か

ら
な
い（
全
院
協
、Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
）

︻
政
府
や
大
学
に

 

求
め
て
い
る
主
な
こ
と
︼

■
月
額
最
低
10
万
円
給
付
（
全

院
協
）

■
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
へ
の
休
業

補
償
（
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
）

■
国
費
に
よ
る
一
律
学
費
半
額

（
全
院
協
、
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
）

■
休
学
に
関
す
る
特
別
措
置
、

今
年
度
の
奨
学
金
の
返
済
猶

予
・
利
子
手
当
（
全
院
協
）

■
学
生
の
メ
ン
タ
ル
、
健
康
窓

口
。
そ
の
経
費
を
政
府
と
し
て

補
填
す
る
こ
と
（
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
）

■
大
学
改
革
の
停
止
・
見
直
し

（
全
院
協
）

■
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
留
学
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
中
で
、「
全

員
留
学
」
を
理
由
に
強
行
し
た

千
葉
大
学
の
授
業
料
値
上
げ
の

中
止
と
減
額（
国
立
大
学
の
会・

千
葉
大
）

■
コ
ロ
ナ
後
の
大
学
、
学
生
生

活
の
あ
り
方
の
検
討
に
あ
た
っ

て
は
、
学
生
の
参
加
を
求
め
る

（
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
）

意
見
交
換
か
ら 

～
修
学
支
援
の
ハ
ー
ド
ル

    

高
い
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
充
実
の
為
に
～

　
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
か
ら
の
報

告
の
の
ち
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
話
題
と
な
っ
た
の

は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
し
た
。

修
学
支
援
新
制
度
や
緊
急
支
援

へ
の
経
済
要
件
の
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
申
請
前
に
断
念
し
て
い
る

学
生
が
い
る
こ
と
。
大
学
の
業

務
負
担
軽
減
の
面
か
ら
も
、
細

か
い
要
件
を
課
さ
な
い
一
律
の

学
費
免
除
に
よ
る
学
生
へ
の
支

援
が
適
切
と
い
う
意
見
。
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
で
は
教
員
側
に
も

忸
怩
た
る
も
の
が
あ
る
と
想
像

す
る
が
、
そ
の
こ
と
を
表
明
し

て
も
ら
え
る
と
充
実
へ
の
共
同

の
発
信
が
し
や
す
く
な
る
、
な

ど
。

　
参
加
し
た
全
大
教
役
員
か
ら

は
、
学
生
・
院
生
の
真
摯
な
態

度
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に

基
づ
く
発
信
で
社
会
的
に
影
響

を
与
え
て
い
る
取
り
組
み
に
感

服
す
る
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。（
副
委
員
長　
長
山 

泰
秀
）
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